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要求回答状況
	
	期末臨給
	春闘要求
	夏期臨給要求

	京都北都従組
	要求2/20

本俸×1カ月

回答2/27

本俸×0.2カ月
	3/5賃上げ13,000円以上、

初任給20,000円以上
食事手当10,000円、サービス残業根絶
2011年春闘の解決要求
	

	滋賀従組
	
	3/5誰でも10,000円以上、時給100円以上
	

	池田泉州従組
	
	3/1誰でも10,000円以上、時給100円以上
	3/1定例給×3.5

	金融ユニオン

　三菱東京UFJ
	
	3/5誰でも10,000円以上、初任給10,000円以上、時給100円以上
	3/5定例給×3.0

	金融ユニオン

近畿大阪銀行
	
	3/5誰でも10,000円以上、初任給10,000円以上、時給100円以上
	3/5定例給×3.0

	金融ユニオン

ＭＹＪ
（明治安田関連）
	
	3/5時給100円以上

勤続３年以上の時給労働者の月給制契約への転換
	3/5

時給×5.5時間×22日×1.5

	金融ユニオン
きのくに信金

	要求2/23
30,000円

回答3/8

15,000～9,000円
平均10,971円
	
	


京都北都2011春闘、なかまの力で金庫方針を覆してついに決着！！
京都北都では、長期にわたり未解決であった2011春闘について、2月28日の団交（昨年の団交発言「定昇の4月遡及は言っていない」）の後、四役会議、金融労連本部・近畿地協代表同席による抗議申入れ、各ブロック支部長会議、執行委員会などで3月度の闘争方針を確立し、抗議声明、定昇未実施の不当性の解明、団交報告など組合ニュースの精力的な発行、要求署名、意見・質問カード（新人事諸制度）、支部集会、団交など、職場世論と仲間のエネルギーに依拠した従組の多様な取組みを展開しました。
　こうした一連の取り組みを背景に、297名（追加提出で合計321名）の「定昇の4月遡及と期末臨給の上積み回答を求める要求署名」を提出し、3月15日の団交で、金庫の「23年度の新賃金体系（職能資格給）を新人事諸制度と一体的導入による年度内合意の強制」方針を見事に覆し、「現行賃金体系で定昇を4月遡及する」との回答を引き出し、2011春闘は、3月23日の労使協定締結により決着しました。












近畿も各組合が要求提出へ


京都北都・きのくに信金では期末臨給有額回答も














「内需拡大で景気回復をめざす」2012年春闘が本格的にスタートしていますが、近畿地協では、３月５日の統一要求日に多くの単組が経営者に春闘要求書を提出、まだのところも要求提出の準備が進んでいます。（要求提出状況は別表）


滋賀従組・池田泉州従組では、「誰でも10,000円以上、時給100円以上」の賃上げ要求と臨給要求、京都北都従組では、「13,000円以上の賃上げ、初任給20,000円以上の引き上げ」の2011年春闘の年度内解決に向けた要求書を提出しました。


　金融ユニオン近畿支部では、三菱東京UFJ銀行、近畿大阪銀行とＭ





近畿大阪銀行、ＭＹＪ（明治安田生命関連会社)に対して３月５日に要求書を提出し、特に非正規労働者の待遇改善を求めたＭＹＪでは回答指定日の３月１４日に文書で回答がなされています。


春闘前段としての期末臨給では、京都北都ときのくに信金で有額回答が出されましたが、前年実績を下回ったものとなりました。


３月下旬に定昇実施をようやく合意した京都北都では、会社側から提案されていた新人事制度の問題点なども今春闘で激しく論議されることになりそうです。














